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平成 16 年マダラ太平洋北部系群の資源評価 
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要       約 
太平洋北部海域におけるマダラの漁獲量は 1998、1999 年に過去最高を記録した。これは

1996 年から 1998 年における加入が極めて良かったためと考えられる。その後の加入は、1999
年および 2000 年には低調だったが、2001 年にはやや多く、2002 年には卓越年級に準ずる水

準であった。2003 年の加入は平均よりもやや少ないレベルであるが、前年に発生した個体が

多く残っているため、資源の動向は横ばいであると考えられる。また、漁獲量、CPUE は高水

準であった 1998 年、1999 年よりは低いが、低水準と考えられる 1980 年代前半や 1990 年代

前半よりは高いため、資源水準は中位と考えられる。 
ABC 算定のための基本規則（平成 16 年度）１－３）－（２）に基づいて F limit =F20%SPR

とし、この時の漁獲量を ABC limit とした。また、F target = F limit ×0.8 とし、この時の

漁獲量を ABC target とした。 

 
（水準・動向） 
水準：中位  動向：横ばい 
 

１．まえがき 
マダラは、食味がよい上に大型に成長することから各地で重要な漁獲対象種とされている。

東北地方においても周年漁獲され、特に冬場の繁殖期を中心として重要な地先資源となってい

る。本種は東北太平洋岸を分布の南限にしていることもあり、太平洋北部系群の資源動向は主

産地である北海道に比べ不安定である。近年の現存量および漁獲量は 1998、1999 年に過去最

高を記録したが、その後減少傾向にあることから今後の資源動向に注意を払う必要がある。 
 

２．生態 
（１） 分布・回遊 

2005年ABC 資源管理基準 Ｆ値 漁獲割合

ABC limit 99百トン F20% 0.39 30%

ABC target 83百トン 0.8F20% 0.31 25%

注）F値は各年齢の平均で、ABCは100トン未満で四捨五入した。

年 資源量（百トン） 漁獲量（百トン） Ｆ値 漁獲割合

2002 250 66 0.36 26%

2003 414 108 0.36 26%

2004 375
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て高いことが明らかになった。これは４％SPR に相当する。また、漁獲物の体長組成にも示さ

れているように（図６）、若齢魚に対する漁獲圧が高いのも特徴で、１歳魚も２歳魚に近い値

である(F=1.09)。 
 
（２）資源管理目標 
 前述のように再生産関係が不明瞭なため、今後の加入動向は不明である。YPR および SPR
曲線より、漁獲圧を制限することにより漁獲量および親魚量の増加が期待できる。現存量調査

の結果、2002 年生まれの２歳魚が多く、2003 年生まれの１歳魚はやや少ないことが明らかに

なっている。本種の成長は非常に早いため、漁獲圧を制限することにより比較的加入が少ない

状況でも資源を回復させることができると考えられる。これらのことから、Fを現状より下げ、

資源水準を向上させることを資源管理目標とした。 
 
６．2005 年 ABC の算定 
（１） 資源評価のまとめ 
 マダラ資源は 1990 年代後半に大幅に増大したがその後減少傾向にある。2002 年級の発生量

は非常に多く、2003 年級ではやや少ないため、資源は中位水準と考えられるが、マダラの成

長は非常に早いため、適切な漁獲管理を行うことによって 1990 年代後半レベルに資源を回復

させることが可能である。ABC 算定のための基本規則（平成 16 年度）１－３）－（２）に基

づいてF limit=F20%とし、この時の漁獲量をABC limitとした。またF target =F limit × 0.8
とし、この時の漁獲量を ABC target とした。 
 
（２）ABC の算定 

2004 年の ABC 算定は以下の条件の下で行った。 
・ 自然死亡係数 M は田内・田中の式（田中 1960）およびこれまでの年齢査定で得られた最

高齢の個体（８歳）から、0.313 とした。 
・ 1995～2003 年に行った現存量調査の結果からもとめた各年齢の生残率の平均値を年齢別

生残率 S とし、S と M との関係から得られた年齢別 F 値を現状の F とした。 
・ 2004 年以降の年齢別の F の比率（選択率）は 1995～2003 年の平均値と同じと仮定する。

表4 F値の変化による資源量および漁獲量の推移

漁獲量（トン） 資源量（トン）

F 基準値 2005 2006 2007 2008 2009 2005 2006 2007 2008 2009

0.00 0 0 0 0 0 33,142 68,071 116,894 172,533 231,192

0.08 0.20 Fsus 2,105 4,034 6,436 8,973 11,465 33,142 63,549 102,857 144,368 185,149

0.23 0.35 Fsus 5,883 9,850 14,081 17,911 21,187 33,142 55,494 80,190 102,552 121,679

0.31 0.48 Fsus 8,271 12,322 15,543 18,211 20,387 33,142 49,614 65,318 78,327 88,936

ほぼFtargetに相当

0.39 0.60 Fsus 9,943 13,746 16,490 18,564 20,162 33,142 45,985 57,018 65,357 71,782

ほぼFlimitに相当

0.65 Fsus 14,664 15,935 16,425 16,573 16,718 33,142 35,984 37,283 37,678 38,062

0.83 1.28 Fsus 17,213 16,047 15,176 14,551 14,286 33,142 30,765 28,825 27,435 26,844

ほぼFcurrentに相当
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 ７．ABC 以外の管理方策への提言 

  図８に示したようにマダラの再生産関係は不明瞭であるため、秋季における調査の親魚量

から翌年の加入量を推定するのは困難である。そこで、2002 年から毎年 5～6 月に仙台湾沖お

よび八戸沖で着底トロール調査を行い、育成場における着底直後の幼魚の現存量推定を試みて

いる。仙台湾における 2004 年 6 月のマダラ０歳魚の分布密度は、6,100 尾／km2であった（表

６）。この値は 2002 年に比べるとかなり低いが 2003 年の２倍程度であった。また、2004 年

の八戸沖の分布密度は 67,000 尾／km2 で、これまでとの比較では極めて高く、仙台湾沖を含

めても最も高い値を示している。過去２年の 5-6 月と 10 月のマダラの密度を比べると必ずし

も比例しておらず、両育成場の資源への貢献度も不明なため、5-6 月の結果を加入量推定値と

して用いなかったが、八戸沖で発生した０歳魚が順調に加入すれば、2005 年の資源量は今回

推定した値よりも多くなると考えられる。 

 
また、マダラは非常に成長が早く、満１歳では 80g 程度の個体が満２歳では 550g、満３歳

では 1,600g に成長する。そのため、加入が多少少なくとも、小型魚の漁獲規制することによ

って資源量を回復させることができると考えられる。例えば、今回設定した加入状況で１歳魚

を全く獲らず、２歳以上を漁獲対象にすると、現在の漁獲圧でも資源は増加し、2009 年の資

源量は６万２千トン、漁獲量は２万 8 千トンとなり、過去最高の漁獲量になる。 
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表5．ABCの再評価

評価対象年 管理1 資源量 ABClimit ABCtarget 漁獲量
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漁獲量は暫定値

表6．5-6月における主分布水深帯のマダラ０歳魚の尾数密度（尾/km
2
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年
仙台湾沖 八戸沖



 11

服部 努、桜井泰憲、島崎健二(1992) マダラの耳石薄片法による年齢査定と成長様式．日本

水産学会誌, 58: 1203-1210. 
服部 努、桜井泰憲、島崎健二(1995) 陸奥湾に来遊するマダラの孕卵数．東北水研報 57: 1-5. 
服部 努、北川大二、今村 央、野別貴博 (1999) 1998 年の底魚類資源量調査結果. 東北底魚

研究, 19: 77-91. 
服部 努、北川大二、成松庸二、佐伯光広、片山知史、藤原邦浩、小谷健二、本田学志(2002) 

2001 年の底魚類現存量調査結果. 東北底魚研究, 22: 82-98. 
児玉純一、永島宏、和泉祐司 (1990) 金華山海域に生息するマダラについて. 東北海区底魚研

究チーム会議報告, 11: 43-46. 
Mishima, S. (1984) Stock assessment and biological aspects of Pacific cod (Gadus 

macrocephalus Tilesius) in Japanese waters. North Pac. Fish. Comm., Bull. 42, 
180-199. 

成松庸二、北川大二、服部努（2003）東北海域におけるマダラの成長の年変化．平成 15 年度

日本水産学会大会講演要旨集, 83p. 
Sakurai, Y. and T. Hattori (1996) Reproductive behavior of Pacific cod in captivity. Fish. 

Sci., 62: 222-228. 
Takatsu, T., T. Nakatani, T. Mutoh, and T. Takahashi (1995) Feeding habits of Pacific cod 

larvae and juveniles in Mutsu bay, Japan. Fish. Sci. 61, 415-422. 
Takatsu, T., T. Nakatani, T. Miyamoto, K. Kouka and T. Takahashi(2002) Spatial 

distribution and feeding habits of Pacific cod (Gadus Macrocephalus ) larvae in 
Mutsu Bay, Japan. Fish. Oceanog., 11, 90-101. 

田中昌一（1960） 水産生物の Population Dynamics と漁業資源管理．東海水研報, 28, 1-200. 
山村織生(1993) 仙台湾沖底生魚類群集における資源分割．漁業資源研究会議 底魚部会報, 

26, 61. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 12

 


